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□為替レートは、１ドル：121.9円、１ユーロ：134.6円、１元：19.5円です。

前年同期に比べて、ドルと元が円安、ユーロは円高となりました。

□2015年度上期の連結売上高は、前年同期比▲5.3％減収の8,924億

円、営業利益は▲21.2％減益の990億円となりました。営業利益率は

▲2.2ポイント減の11.1％となりました。

□純利益は▲16.5％減益の650億円です。
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□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲5.9％減収の7,941億円とな

りました。北米において一般建機の需要を着実に取り込みましたが、鉱

山機械及び中国を始めとする新興国における需要・販売の減少が、大き

く影響しました。

□セグメント利益は▲20.9％減益の924億円です。

□産業機械他は、売上高は、前年同期比▲1.6％減収の1,007億円、セグ

メント利益は、▲3.5％減益の75億円となりました。半導体業界の好調

な設備稼働に支えられギガフォトンの売上げが伸長したものの、全体とし

ては減収・減益となりました。
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□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲5.9％減収の7,928億円とな

りました。

□北米が伸長したものの、中国・中南米・オセアニア等戦略市場での売上

減少が響き、前年同期比で減収となりました。その結果、構成比では、伝

統市場の比率が増加し、50％となりました。



□売上高は▲495億円の減収です。内容としては、販売価格のアップ+20

億円と為替の円安効果+456億円のプラス要因はあったものの、中国・

中南米・オセアニア等の戦略市場での需要減少による物量減の影響が

響きました。

□セグメント利益についても、固定費や販売価格、円安等のプラス効果は

ありましたが、物量差と構成差によるマイナスが大きく、前年同期比

▲243億円の減益となりました。
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□産業機械他部門では、半導体業界の好調な設備稼働に支えられてギガ

フォトンの売上げが伸長したことに加え、鍛圧機械の販売が拡大したもの

の、売上高は前年同期比▲1.6％減収の1,007億円となりました。

□セグメント利益は75億円、セグメント利益率は前年同期比で微減の

7.5％となりました。
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□リテールファイナンス子会社の総資産は、北米は好調ながら、主に中国・

オセアニア・チリの新規取組の低下により、前年度末に比べ▲427億円

減少し、6,387億円となりました。為替の影響が▲73億円含まれており、

実質は▲354億円の減少です。

□売上高及びセグメント利益はほぼ横ばいです。
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□総資産は前年度末比で、▲1,638億円減少しました。為替の影響が

▲281億円あり、これを除けば、実質は▲1,357億円の減少です。

□棚卸資産は、前年度末比で▲144億円減少しています。為替の影響

▲96億円を除くと▲48億円の減少です。

□借入金・社債は▲952億円減少しましたが、為替の影響が▲88億円含

まれています。現金・預金とネットしたベースでは▲576億円の減少です。

□株主資本比率は同+4.0ポイント増の58.6％となりました。

□ネット・デット・エクイティ・レシオは0.27で、リテールファイナンス会社を除く

と▲0.03となりました。
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□4月に公表した、売上高・利益の見通しは変更致しません。
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□2015年第2四半期の世界需要は、前年同期比▲20％減少の見込みで

す。

□一部堅調な地域はあるものの、中国をはじめとする戦略市場の需要減少

が響いています。

□ 4月の公表時には年間の需要を▲5％～▲10％と見ましたが、期初想

定を下回る地域が多く、現在のところ全体では▲13％～▲18％の見込

みです。



□2015年第2四半期の日本の需要は、前年同期比▲27％減少しました。

□排ガス規制関連の反動減が想定以上に大きく、特に7トンクラスを中心

に大幅に需要が落ちました。

□年間の需要見通しとしては期初想定と同じ▲10％～▲15％とみており

ますが、足元は弱含んでいます。
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□2015年第2四半期の北米の需要は、前年同期比で▲6％減少しまし

た。

□住宅建設及び道路などのインフラ分野向けの需要は堅調に推移し、依

然として、過去と比較して高いレベルにあります。

□年間の見通しは、カナダにおける需要の落ち込みが大きく期初想定を下

回る見通しです。
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□2015年第2四半期の欧州の需要は、前年同期比▲12％減少の見込み

です。

□英･仏･独の主要3カ国の需要が減速する一方、北欧･南欧･東欧は回復

してきています。

□年間の需要見通しは、前年比横ばいと想定しています。
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□2015年第2四半期の中国の需要は、前年同期比▲50％減少しました。
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□ 2015年第2四半期の東南アジアの需要は、前年同期比▲18％減少の

見込みです。

□タイでの需要が多少回復した一方で、最大市場のインドネシアやマレーシ

アで需要が大きく落ち込んでいます。
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□2015年第2四半期の鉱山機械の需要は、前年同期比▲31％となった

模様です。

□引き続き、鉱物価格が低迷し、ユーザの投資マインドが冷え込んでいる状

況下、更新需要の増加を考慮しても、需要全体の回復は2017年度以

降になると考えます。
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□2015年第2四半期の鉱山機械の売上高は、前年同期比▲7％減の

1,101億円となりましたが、為替の影響を除くと▲15％のマイナ

スでした。

□本体売上高が大きく落ち込んだ一方で、部品売上高は好調で、為

替による影響を除いても前年同期比でプラスとなりました。
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□ 2015年第2四半期(3ヶ月)の部品の売上高は、前年同期比＋7％の

988億円、為替の影響を除くと▲3％となりました。

□一般建機の第2四半期(3ヶ月)部品売上高については、稼働時間が下

がっている影響もあり、対前年同期で為替影響を除くと▲8％となってい

ます。

□鉱山機械の第2四半期(3ヶ月)は、新車販売は落ちているものの、部品

売上高は堅調に推移し、為替影響を除いても+3％の伸びとなりました。
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□鉱山機械新車の、受注と売上の指数の推移を示しております。

□グラフは、直近6ヶ月間の新車の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で

割った指数の推移です。

□上段のコマツアメリカのダンプの状況ですが、第2四半期の受注は引き続

き低調で、指数は70％です。

□中段のドイツで製造する超大型のH/Eの状況は、受注は底ばいですが、

指数は約120％に回復しました。

□下段の日本で製造するその他の鉱山機械の状況ですが、こちらも引き続

き受注は低調で、指数は約80％です。
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□産業機械の、受注と売上の指数の推移を示しています。グラフは、直近

6ヶ月間の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。

□上段のコマツ産機の板金・鍛圧事業の受注の状況は、第2四半期で中・

大型の鍛圧機械の受注が低調で、指数は約80％です。

□コマツNTCのワイヤーソー以外の受注と売上の指数は、自動車メーカ向

け受注が引き続き弱く、指数は90％超です。

34



35



36



37


